
＜化学療法予約箋＞

休薬

40 -

経口飲水1000mL以上/日を実施（可能であれば経口補水液OS-1）

飲水の不足やそれが予測される場合は点滴負荷

＜指示簿＞

施行日：シスプラチン投与６時間後の尿量が500ｍL以下の場合、ラシックス20mg 静注

施行翌日：朝の体重が、１日目の点滴開始前より2.5kg以上増加、あるいは１日尿量1500ｍL以下でラシックス20ｍｇ静注

　　　　16時体重が朝より2.0kg以上増加、あるいは朝からの尿量が500ｍL以下でラシックス20ｍｇ静注

⑤（メイン）生食500ｍL+アスパラギン酸K（10meq）　1本　（１時間）

シスプラチン終了までに飲水1000ｍLを励行

施行日翌日、翌々日

施行日

①（メイン）生食 500mL+硫酸Mg　0.5A（1時間）

　　　②（メイン）生食500ｍL（１時間）　　　プロイメンドによる血管炎の予防に同時に流す

　　　②（側管）グラニセトロンバッグ100ｍL + オルガドロン1.9mg 3A +プロイメンド１V (1時間)

③（側管）生食 500mlL+ シスプラチン 　（１時間）

④（メイン）生食 500mlL+ ラシックス 20mg 1A （１時間）
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施行日

シスプラチン シスプラチン mg/㎡/day Ｄａｙ1.8.15.22.29.36

<6週毎>
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病名

ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ

薬品名 成分名 基準値 施行日

プロトコール名 CDDP+RT併用療法

婦人科21


